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(57)【要約】
【課題】誤操作に対する対抗措置のとられた新たな注射
器を提供する。
【解決手段】注射器は、ハウジング壁部と該ハウジング
壁部に設けられている第１窓（５０）とを備えたハウジ
ング（３８）を有する。該ハウジング（３８）内には目
盛り支持体（６０）が回転可能に配置されていて、該目
盛り支持体（６０）上には複数の注射量値（６２）が螺
旋状に配置されていて、該注射量値は前記第１窓（５０
）を通じて少なくとも部分的に見ることができる。前記
ハウジング（３８）内には該ハウジング（３８）の長手
方向において摺動可能に配置されている第２窓（５４）
が設けられていて、前記第１窓（５０）と前記第２窓（
５４）を通じて目下設定されている注射量（６２）を表
示するために、前記目盛り支持体（６０）の回転運動が
前記第２窓（５４）の長手方向摺動と同期されている。
前記第１窓（５０）には第１透明レンズ装置（８０）が
設けられていて、該第１透明レンズ装置（８０）は、そ
れ自体では、該第１透明レンズ装置（８０）を通じて見
ることのできる表示値（６２）の歪みをもたらす。前記
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射器であって、
　ハウジング壁部と該ハウジング壁部に設けられている第１窓（５０）とを備えたハウジ
ング（３８）を有し、
　該ハウジング（３８）内に回転可能に配置されている目盛り支持体（６０）を有し、該
目盛り支持体（６０）上には複数の注射量値（６２）が螺旋状に配置されていて、該注射
量値は前記第１窓（５０）を通じて少なくとも部分的に見ることができ、
　前記ハウジング（３８）内に配置され長手方向摺動可能な第２窓（５４）を有し、該第
２窓（５４）は前記ハウジング（３８）の長手方向において摺動可能に配置されており、
　前記第１窓（５０）と前記第２窓（５４）を通じて目下設定されている注射量（６２）
を表示するために、前記目盛り支持体（６０）の回転運動が前記第２窓（５４）の長手方
向摺動と同期されており、
　前記第１窓（５０）に配置されている第１透明レンズ装置（８０）を有し、該第１透明
レンズ装置（８０）は、それ自体では、該第１透明レンズ装置（８０）を通じて見ること
のできる表示値（６２）の歪みをもたらし、
　前記第２窓（５４）に配置されている第２透明レンズ装置（９０）を有し、該第２透明
レンズ装置（９０）は、前記第１透明レンズ装置（８０）と協働して、該第１透明レンズ
装置（８０）と該第２透明レンズ装置（９０）を通じて見ることのできる設定された注射
量値（６２）を読み取りやすくさせ、それにより、選択された設定注射量の誤読を防止す
ること
　を特徴とする注射器。
【請求項２】
　前記第１透明レンズ装置（８０）は、該第１透明レンズ装置（８０）の前記第２窓（５
４）側の内面（８４）において凸部（８６）と凹部（８８）を備え、該凸部（８６）と凹
部（８８）は該第１透明レンズ装置（８０）の長手方向に延在すること
　を特徴とする、請求項１に記載の注射器。
【請求項３】
　前記第２透明レンズ装置（９０）は、該第２透明レンズ装置（９０）の前記第１透明レ
ンズ装置（８０）側の外面において凹部（９４）と凸部（９６）を備え、該凹部（９４）
と凸部（９６）は、前記第１透明レンズ（８０）の凸部（８６）と凹部（８８）に適合さ
れた延在態様を有すること
　を特徴とする、請求項２に記載の注射器。
【請求項４】
　前記第１透明レンズ装置（８０）は、該第１透明レンズ装置（８０）の外面（８２）に
おいて部分円筒の形で形成されていること
　を特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の注射器。
【請求項５】
　前記第２透明レンズ装置（９０）は、該第２透明レンズ装置（９０）の内面（９２）に
おいて部分中空円筒の形で形成されていること
　を特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の注射器。
【請求項６】
　前記ハウジング（３８）に対して前記目盛り支持体（６０）を相対回転可能に備えるた
めの支承装置が設けられていること
　を特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の注射器。
【請求項７】
　前記支承装置は、前記ハウジング（３８）と前記目盛り支持体（６０）の間の軸方向摺
動に抗するように形成されていること
　を特徴とする、請求項６に記載の注射器。
【請求項８】
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　前記目盛り支持体（６０）の外面上に雄ねじ部（６４）が設けられていて、該雄ねじ部
（６４）は、前記第２窓（５４）の範囲内に形成されている雌ねじ部（６６）と係合し、
それにより所定の回転角度分の前記目盛り支持体（６０）の回転に前記第２窓（５４）の
所定の長手方向摺動が対応していること
　を特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の注射器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設定された注射量を表示するための装置を備えた注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　誤操作を回避するために表示の一義性が極めて重要である弱視の人、例えば糖尿病患者
により頻繁に注射器が利用されるため、前記の形式の注射器において多義的な表示が成さ
れることは許されない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って本発明の課題は、誤操作に対する対抗措置のとられた新たな注射器を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明により前記課題は、請求項１の対象により解決される。
【発明の効果】
【０００５】
　第１透明レンズ装置と第２透明レンズ装置が協働する場所でのみ、設定される注射量の
良好に読み取り可能な表示内容を見ることができようになり、それに対し、第２透明レン
ズ装置を伴わず第１透明レンズ装置だけが視覚的に有効である場所では、見ることはでき
るが視覚的に歪んだ注射量値が確実な読み取りを不可能にし、それにより注射量の誤設定
に対する対抗措置が達成されている。
【０００６】
　本発明の別の詳細と有利な展開形態は、以下で説明され且つ図面に図示され、決して本
発明の限定と理解すべきではない実施例、並びに下位請求項から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明を使用することのできる注射器の一例を示す図である。
【図２】図１の注射器を示す図であり、左側の図２ａは注射後の状態を示し、右側の図２
ｂは４０単位の注射量の設定後で注射前の状態を示している；より分かりやすい比較のた
め、ここで説明されるレンズ装置の作用が図２ｂで図示されている（図２ａでは図示され
ていない）。
【図３】図１及び図２で使用されている、設定された注射量を表示するための機能を有す
る第１窓５０を備えたハウジング部品３８を３パターンで示す図である。この際、図３ａ
は、図３ｂの矢印IIIaの方向から見た俯瞰図を示し、図３ｂは、図３ａの線IIIb-IIIbに
沿って見た断面図を示し、図３ｃは、図３ｂの矢印IIIcの方向から見た第１窓５０側の俯
瞰図を示している。
【図４】図１及び図２で使用されている、第２窓５４を備えたインナスリーブ５２を示す
斜視図であり、第２窓５４は、設定された注射量を表示するための機能を有する。
【図５】図１及び図２で使用されている設定用スリーブを示す図であり、該設定用スリー
ブは、設定された注射量を表示するために用いられる表示用数値を支持している。
【図６】図１の注射器の上側部分を示す図である。
【図７】図６に従いハウジング部品３８の第１窓５０に取り付けられた第１拡散レンズを
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図８の矢印VIIの方向から見た俯瞰図である。
【図８】図７の線VIII-VIIIに沿って見た断面図である。
【図９】第２窓５４に取り付けられて第１拡散レンズと協働する第２拡散レンズの俯瞰図
である。
【図１０】図９の線X-Xに沿って見た断面図である。
【図１１】図６に対応し、図１の注射器の上側部分を示す図である。
【図１２】図１１の線XII-XIIに沿って見た断面図である。
【実施例】
【０００８】
　図１は、注射器３０の側面図を示している。この例は所謂半自動装置に係り、即ち図２
ａ（設定前）と図２ｂ（設定後）の比較が示しているように患者が設定ヘッド３４を回転
すること（符号３２）により所望の注射量を設定するというものである。この際（注射量
の設定前と設定後で）上側ハウジング部品３８からピストンロッド３６が突出する長さＬ
は変化していない。ピストンロッド３６は、該ピストンロッド３６の下側端部において径
拡大部４０を有し、該径拡大部４０を用いてピストンロッド３６は、ガラスカートリッジ
４４内に摺動可能に配置されているゴムピストン４２に当接する。ガラスカートリッジ４
４内には注射液４６が収容されている。ガラスカートリッジ４４は（近位の即ち患者に近
い方の）下側ハウジング部品４５内に収容されていて、該下側ハウジング部品４５は、ね
じ山３９（図３）を用いて上側ハウジング部品３８と螺接されている。下側ハウジング部
品４５の下側部分には注射前に注射針４８（図１）が固定される。
【０００９】
　近位(proximal)及び遠位（distal）との用語は医学的に普通に使用され、つまり近位は
「患者に近い方」（注射針４８を伴う側）であり遠位は「患者から遠い方」（設定ヘッド
３４を伴う側）である。
【００１０】
　注射量を設定するために上側ハウジング部品３８は第１窓５０（図１）を有する。上側
ハウジング部分３８内には円筒形のインナスリーブ５２（図４）が軸方向において摺動可
能に配置されている。インナスリーブ５２は、患者から遠い方の軸方向の上側境界部５６
と患者に近い方の軸方向の下側境界部５８を備えた第２窓５４を有する。更にインナスリ
ーブ５２は、該インナスリーブ５２の外面において軸方向に延在する複数のリブ５９を有
し、該リブ５９は、上側ハウジング部品３８の対応する内側溝６２を用いた軸方向ガイド
のために用いられる。
【００１１】
　第２窓５４の上側境界部５６は、ここではほぼ６０単位である最大注射量のためのスト
ッパとして作用し、第２窓５４の下側境界部５８は、注射後に自動的に到達される注射量
ゼロ（このことは図１に図示されている）のためのストッパとして作用する。これらの極
値間、即ち０単位から６０単位の間において任意の中間位置が可能である。また、最初に
設定された注射量が多すぎた場合には患者が修正することもできる。
【００１２】
　図５は、目盛り用筒体（ないしスケールパイプ）６０を示していて、該目盛り用筒体６
０上には患者により設定可能な値６３を有する目盛り６２が設けられている。設定可能な
値６３は目盛り用筒体６０の外面において螺旋状に配置されている。目盛り用筒体６０は
軸方向において上側ハウジング部品３８に対して相対摺動不能であるが相対回転可能であ
り、それにより目盛り用筒体６０は設定ヘッド３４と非図示の連結機構を用いて上側ハウ
ジング部品３８に対して相対回転することができる。目盛り用筒体６０は該目盛り用筒体
６０の外面において、インナスリーブ５２の雌ねじ部６６と係合する雄ねじ部６４を有す
る。
【００１３】
　つまり目盛り用筒体６０が設定ヘッド３４を用いて回転されると、雌ねじ部６４と雄ね
じ部６６の相互作用により、インナスリーブ５２の軸方向の摺動、従って第２窓５４の軸
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方向の摺動が、目盛り用筒体６０の回転と同期してもたらされ、それにより目盛り用筒体
６０の各々の表示注射量には、第１窓５０に対する相対的な第２窓５４の所定の軸方向位
置が対応している。従ってこの実施例では、設定された注射量だけを第２窓５４内で読み
取ることができるので、一義的な注射量表示を得ることができる。
【００１４】
　インナスリーブ（ないしねじ部付スリーブ）５２が構造上の理由から短い場合には、該
インナスリーブ５２は目盛り用筒体６０の全てを覆うことはできず、図１に図示されてい
るように目盛り用筒体６０の上側部分だけを覆うことができる。それに対し、図２ｂに図
示されているように目盛り用筒体６０の下側部分は（インナスリーブ５２の軸方向の摺動
により第１窓５０を通じて）見える状態にあり、このことは多くの患者にとっては紛らわ
しいことである。
【００１５】
　特定の場合において注射器３０の全長は最小化される必要があり、それにより（第２窓
５４を備えた）インナスリーブ５２の長さは、患者に近い方の近位の範囲の目盛り６２を
カバーすることができない。もしもカバーすることができるならば実際には第２窓５４内
の設定された注射量だけが見える状態にあるだろう。しかしこのことはスペースの理由か
ら不可能である（図２ｂ参照）。
【００１６】
　この問題点を解決するために、第１窓５０を備えたハウジング部品３８が使用され、該
第１窓５０には第２窓５４を備えたインナスリーブ５２が長手方向摺動可能に配置されて
いる。第２窓５４は上側境界部５６と下側境界部５８を有する。これらの境界部５６、５
８には、設定された注射量を表示する指標矢印（ないしマーク）５５、５７を設けること
ができる（図２ａ参照）。
【００１７】
　最小化されたインナスリーブ５２の長さにより、遠位方向でのインナスリーブ５２の軸
方向の摺動の際には、目盛り用筒体６０上の目盛り６２の近位部分をもはや完全にカバー
することができないので、第２窓５４内の設定される注射量が見える状態にあるだけでな
く、第１窓５０において患者に近い方の近位の範囲内の目盛り６２の全ての数値も見える
状態にあり、その理由は、それらの全ての数字がインナスリーブ５２ではもはや覆われな
いためである。
【００１８】
　このことは、弱視の患者、例えば糖尿病患者においては誤読の危険を招き、即ち弱視の
患者は、例えば図２ｂに従う注射量設定において、４０単位の設定された注射量の代わり
に２０単位の値や０単位の値を読み取る可能性があり、このことは患者が間違った注射量
を設定することをもたらしてしまう。
【００１９】
　そのような問題点が図６～図１２に図示した構成をもって回避される。
【００２０】
　そこでは上側ハウジング部品３８の第１窓５０に、図７及び図８で図示されている第１
レンズ系８０が取り付けられる。該第１レンズ系８０は拡散レンズの特性を有し、それに
より患者が該第１レンズ系８０を通じて誤読してしまうことを防止している。
【００２１】
　図７及び図８が示すように、上側ハウジング部品３８の第１窓５０には、ここでは例え
ばクランプ固定又は接着固定により第１透明レンズ装置８０が取り付けられる。
【００２２】
　図８が示すように、第１透明レンズ装置（ないしレンズ）８０は横断面において、その
外面（表面）８２では例えば円筒表面又は（非図示の）平坦表面の形の滑らかな輪郭を有
する。更に第１透明レンズ装置８０は、その外面８２とは反対側の内面（裏面）８４にお
いて、長手方向に延在する複数の凸部８６と凹部８８をもつ断面を有している。それによ
り第１透明レンズ装置８０は、該第１透明レンズ装置８０が単体で使用される場合には拡
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散レンズとして作用する。つまり目盛り用筒体６０の数値６２を該拡散レンズ８０を通じ
て確実に読むことは不可能である。
【００２３】
　図９及び図１０は、第１透明レンズ装置８０と協働（ないし連携作用）する（図１２参
照）ために形成されている第２透明レンズ装置９０の対応する構成を示している。
【００２４】
　第２透明レンズ装置９０は、インナスリーブ５２の第２窓５４に例えばクランプ固定（
圧嵌）又は接着固定により取り付けられている。第２透明レンズ装置９０の内面９２は円
筒状又は平坦（非図示）であり、第２透明レンズ装置９０の外面は、長手方向に延在する
複数の凹部９４と凸部９６を有していて、これらは図８に図示した第１透明レンズ装置８
０の凸部８６と凹部８８に対して相補的に延在し、それにより第１透明レンズ装置８０と
第２透明レンズ装置９０は、図１２に図示されているように互いに間隔をおいて上下に（
半径方向で内と外）に配置されている場合には共同で（組合さって）レンズ装置１００を
形成する。
【００２５】
　第２透明レンズ装置９０は長手方向において第１透明レンズ装置８０に対して相対摺動
可能であり、それにより目盛り用筒体６０が注射量設定の目的で回転されると第２窓５４
内の可視範囲が軸方向において移動する。このような方式により（図１及び図２ａではな
く）図２ｂに例として図示しているように、目下設定されている注射量だけを明確に読み
取ることができる。（当該光学効果を図面として図示することは困難であることをここで
指摘しておく。）
【００２６】
　この改善された読み取り可能性は、機械的な設定装置とレンズ装置１００の協働（ない
し組合せ）により達成される。それにより誤設定が確実に回避され、分かりやすい操作が
可能となる。
【００２７】
　勿論、本発明の枠内において多岐に渡る変形形態及び修正形態が可能である。例えばイ
ンナスリーブ５２を、同様に透明プラスチックから第２透明レンズ装置９０と一体的に形
成することも可能である。図７～図１２によるバージョン（実施態様）においてインナス
リーブ５２が短くてもよいことは特に有利である（図４参照）。
【００２８】
　勿論、それ以外でも本発明の枠内において多岐に渡る変形形態及び修正形態が可能であ
る。
【符号の説明】
【００２９】
３０　　注射器
３２　　設定ヘッド３２の回転方向
３４　　設定ヘッド
３６　　ピストンロッド
３８　　上側ハウジング部品
３９　　ねじ山
４０　　径拡大部
４２　　ゴムピストン
４４　　ガラスカートリッジ
４５　　下側ハウジング部品
４６　　注射液
４８　　注射針
５０　　第１窓
５２　　インナスリーブ
５４　　第２窓
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５５　　指標矢印
５６　　上側境界部
５７　　指標矢印
５８　　下側境界部
５９　　リブ
６０　　目盛り用筒体（ないしスケールパイプ）
６２　　内側溝
６２　　目盛り
６３　　設定可能な値
６４　　雄ねじ部
６６　　雌ねじ部
８０　　第１レンズ系／第１透明レンズ装置（ないしレンズ）
８２　　外面
８４　　内面
８６　　凸部
８８　　凹部
９０　　第２レンズ系／第２透明レンズ装置（ないしレンズ）
９２　　内面
９４　　凹部
９６　　凸部
１００　レンズ装置
Ｌ　　　ハウジング部品３８からのピストンロッド３６の突出長さ

【図１】 【図２】
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【図３ａ）】 【図３ｂ）】

【図３ｃ）】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年6月17日(2011.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　注射器であって、
　ハウジング壁部と該ハウジング壁部に設けられている第１窓（５０）とを備えたハウジ
ング（３８）を有し、
　該ハウジング（３８）内に回転可能に配置されている目盛り支持体（６０）を有し、該
目盛り支持体（６０）上には複数の注射量値（６３）が螺旋状に配置されていて、該注射
量値は前記第１窓（５０）を通じて少なくとも部分的に見ることができ、
　前記ハウジング（３８）内に配置され長手方向摺動可能な第２窓（５４）を有し、該第
２窓（５４）は前記ハウジング（３８）の長手方向において摺動可能に配置されており、
　前記第１窓（５０）と前記第２窓（５４）を通じて目下設定されている注射量（６３）
を表示するために、前記目盛り支持体（６０）の回転運動が前記第２窓（５４）の長手方
向摺動と同期されており、
　前記第１窓（５０）に配置されている第１透明レンズ装置（８０）を有し、該第１透明
レンズ装置（８０）は、それ自体では、該第１透明レンズ装置（８０）を通じて見ること
のできる注射量値（６３）の歪みをもたらし、
　前記第２窓（５４）に配置されている第２透明レンズ装置（９０）を有し、該第２透明
レンズ装置（９０）は、前記第１透明レンズ装置（８０）と協働して、該第１透明レンズ
装置（８０）と該第２透明レンズ装置（９０）を通じて見ることのできる設定された注射
量値（６３）を読み取りやすくさせ、それにより、選択された設定注射量の誤読を防止す
ること
　を特徴とする注射器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設定された注射量を表示するための装置を備えた注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　誤操作を回避するために表示の一義性が極めて重要である弱視の人、例えば糖尿病患者
により頻繁に注射器が利用されるため、前記の形式の注射器において多義的な表示が成さ
れることは許されない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】EP 1 000 631 A2
【特許文献２】EP 0 937 472 A2
【特許文献３】DE 101 06 367 A1
【特許文献４】DE 12 90 357 A1
【特許文献５】DE 29 24 370 A1
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【特許文献６】DE 692 03 472 T2
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従って本発明の課題は、誤操作に対する対抗措置のとられた新たな注射器を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明により前記課題は、請求項１の対象により解決される。
　即ち、本発明の一視点により、注射器であって、ハウジング壁部と該ハウジング壁部に
設けられている第１窓とを備えたハウジングを有し、該ハウジング内に回転可能に配置さ
れている目盛り支持体を有し、該目盛り支持体上には複数の注射量値が螺旋状に配置され
ていて、該注射量値は前記第１窓を通じて少なくとも部分的に見ることができ、前記ハウ
ジング内に配置され長手方向摺動可能な第２窓を有し、該第２窓は前記ハウジングの長手
方向において摺動可能に配置されており、前記第１窓と前記第２窓を通じて目下設定され
ている注射量を表示するために、前記目盛り支持体の回転運動が前記第２窓の長手方向摺
動と同期されており、前記第１窓に配置されている第１透明レンズ装置を有し、該第１透
明レンズ装置は、それ自体では、該第１透明レンズ装置を通じて見ることのできる注射量
値の歪みをもたらし、前記第２窓に配置されている第２透明レンズ装置を有し、該第２透
明レンズ装置は、前記第１透明レンズ装置と協働して、該第１透明レンズ装置と該第２透
明レンズ装置を通じて見ることのできる設定された注射量値を読み取りやすくさせ、それ
により、選択された設定注射量の誤読を防止することを特徴とする注射器が提供される。
【発明の効果】
【０００６】
　第１透明レンズ装置と第２透明レンズ装置が協働する場所でのみ、設定される注射量の
良好に読み取り可能な表示内容を見ることができようになり、それに対し、第２透明レン
ズ装置を伴わず第１透明レンズ装置だけが視覚的に有効である場所では、見ることはでき
るが視覚的に歪んだ注射量値が確実な読み取りを不可能にし、それにより注射量の誤設定
に対する対抗措置が達成されている。
【０００７】
　本発明の別の詳細と有利な展開形態は、以下で説明され且つ図面に図示され、決して本
発明の限定と理解すべきではない具体的な実施形態、並びに下位請求項から明らかである
。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明を使用することのできる注射器の一例を示す図である。
【図２】図１の注射器を示す図であり、左側の図２ａは注射後の状態を示し、右側の図２
ｂは４０単位の注射量の設定後で注射前の状態を示している；より分かりやすい比較のた
め、ここで説明されるレンズ装置の作用が図２ｂで図示されている（図２ａでは図示され
ていない）。
【図３】図１及び図２で使用されている、設定された注射量を表示するための機能を有す
る第１窓５０を備えたハウジング部品３８を３パターンで示す図である。この際、図３ａ
は、図３ｂの矢印IIIaの方向から見た俯瞰図を示し、図３ｂは、図３ａの線IIIb-IIIbに
沿って見た断面図を示し、図３ｃは、図３ｂの矢印IIIcの方向から見た第１窓５０側の俯
瞰図を示している。
【図４】図１及び図２で使用されている、第２窓５４を備えたインナスリーブ５２を示す
斜視図であり、第２窓５４は、設定された注射量を表示するための機能を有する。
【図５】図１及び図２で使用されている設定用スリーブを示す図であり、該設定用スリー
ブは、設定された注射量を表示するために用いられる表示用数値を支持している。
【図６】図１の注射器の上側部分を示す図である。
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【図７】図６に従いハウジング部品３８の第１窓５０に取り付けられた第１拡散レンズを
図８の矢印VIIの方向から見た俯瞰図である。
【図８】図７の線VIII-VIIIに沿って見た断面図である。
【図９】第２窓５４に取り付けられて第１拡散レンズと協働する第２拡散レンズの俯瞰図
である。
【図１０】図９の線X-Xに沿って見た断面図である。
【図１１】図６に対応し、図１の注射器の上側部分を示す図である。
【図１２】図１１の線XII-XIIに沿って見た断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明において下記の形態が可能である。下記の各形態は、本願の特許請求の範囲の各
請求項に記載した各々の構成要件にも対応している。尚、本願の特許請求の範囲に付記さ
れている図面参照符号は、専ら本発明の理解の容易化のためのものであり、本発明を下記
の具体的な実施形態に限定するものではないことを付言する。
（形態１）上記一視点のとおり。
（形態２）前記第１透明レンズ装置は、該第１透明レンズ装置の前記第２窓側の内面にお
いて凸部と凹部を備え、該凸部と凹部は該第１透明レンズ装置の長手方向に延在すること
が好ましい。
（形態３）前記第２透明レンズ装置は、該第２透明レンズ装置の前記第１透明レンズ装置
側の外面において凹部と凸部を備え、該凹部と凸部は、前記第１透明レンズの凸部と凹部
に適合された延在態様を有することが好ましい。
（形態４）前記第１透明レンズ装置は、該第１透明レンズ装置の外面において部分円筒の
形で形成されていることが好ましい。
（形態５）前記第２透明レンズ装置は、該第２透明レンズ装置の内面において部分中空円
筒の形で形成されていることが好ましい。
（形態６）前記ハウジングに対して前記目盛り支持体を相対回転可能に備えるための支承
装置が設けられていることが好ましい。
（形態７）前記支承装置は、前記ハウジングと前記目盛り支持体の間の軸方向摺動に抗す
るように形成されていることが好ましい。
（形態８）前記目盛り支持体の外面上に雄ねじ部が設けられていて、該雄ねじ部は、前記
第２窓の範囲内に形成されている雌ねじ部と係合し、それにより所定の回転角度分の前記
目盛り支持体の回転に前記第２窓の所定の長手方向摺動が対応していることが好ましい。
【００１０】
　以下に具体的な実施形態について図面を参照して説明する。
【００１１】
　図１は、注射器３０の側面図を示している。この例は所謂半自動装置に係り、即ち図２
ａ（設定前）と図２ｂ（設定後）の比較が示しているように患者が設定ヘッド３４を回転
すること（符号３２）により所望の注射量を設定するというものである。この際（注射量
の設定前と設定後で）上側ハウジング部品３８からピストンロッド３６が突出する長さＬ
は変化していない。ピストンロッド３６は、該ピストンロッド３６の下側端部において径
拡大部４０を有し、該径拡大部４０を用いてピストンロッド３６は、ガラスカートリッジ
４４内に摺動可能に配置されているゴムピストン４２に当接する。ガラスカートリッジ４
４内には注射液４６が収容されている。ガラスカートリッジ４４は（近位の即ち患者に近
い方の）下側ハウジング部品４５内に収容されていて、該下側ハウジング部品４５は、ね
じ山３９（図３）を用いて上側ハウジング部品３８と螺接されている。下側ハウジング部
品４５の下側部分には注射前に注射針４８（図１）が固定される。
【００１２】
　近位(proximal)及び遠位（distal）との用語は医学的に普通に使用され、つまり近位は
「患者に近い方」（注射針４８を伴う側）であり遠位は「患者から遠い方」（設定ヘッド
３４を伴う側）である。
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【００１３】
　注射量を設定するために上側ハウジング部品３８は第１窓５０（図１）を有する。上側
ハウジング部分３８内には円筒形のインナスリーブ５２（図４）が軸方向において摺動可
能に配置されている。インナスリーブ５２は、患者から遠い方の軸方向の上側境界部５６
と患者に近い方の軸方向の下側境界部５８を備えた第２窓５４を有する。更にインナスリ
ーブ５２は、該インナスリーブ５２の外面において軸方向に延在する複数のリブ５９を有
し、該リブ５９は、上側ハウジング部品３８の対応する内側溝６５を用いた軸方向ガイド
のために用いられる。
【００１４】
　第２窓５４の上側境界部５６は、ここではほぼ６０単位である最大注射量のためのスト
ッパとして作用し、第２窓５４の下側境界部５８は、注射後に自動的に到達される注射量
ゼロ（このことは図１に図示されている）のためのストッパとして作用する。これらの極
値間、即ち０単位から６０単位の間において任意の中間位置が可能である。また、最初に
設定された注射量が多すぎた場合には患者が修正することもできる。
【００１５】
　図５は、目盛り用筒体（ないしスケールパイプ）６０を示していて、該目盛り用筒体６
０上には患者により設定可能な値６３を有する目盛り６２が設けられている。設定可能な
値６３は目盛り用筒体６０の外面において螺旋状に配置されている。目盛り用筒体６０は
軸方向において上側ハウジング部品３８に対して相対摺動不能であるが相対回転可能であ
り、それにより目盛り用筒体６０は設定ヘッド３４と非図示の連結機構を用いて上側ハウ
ジング部品３８に対して相対回転することができる。目盛り用筒体６０は該目盛り用筒体
６０の外面において、インナスリーブ５２の雌ねじ部６６と係合する雄ねじ部６４を有す
る。
【００１６】
　つまり目盛り用筒体６０が設定ヘッド３４を用いて回転されると、雌ねじ部６４と雄ね
じ部６６の相互作用により、インナスリーブ５２の軸方向の摺動、従って第２窓５４の軸
方向の摺動が、目盛り用筒体６０の回転と同期してもたらされ、それにより目盛り用筒体
６０の各々の表示注射量には、第１窓５０に対する相対的な第２窓５４の所定の軸方向位
置が対応している。従ってこの実施形態では、設定された注射量だけを第２窓５４内で読
み取ることができるので、一義的な注射量表示を得ることができる。
【００１７】
　インナスリーブ（ないしねじ部付スリーブ）５２が構造上の理由から短い場合には、該
インナスリーブ５２は目盛り用筒体６０の全てを覆うことはできず、図１に図示されてい
るように目盛り用筒体６０の上側部分だけを覆うことができる。それに対し、図２ｂに図
示されているように目盛り用筒体６０の下側部分は（インナスリーブ５２の軸方向の摺動
により第１窓５０を通じて）見える状態にあり、このことは多くの患者にとっては紛らわ
しいことである。
【００１８】
　特定の場合において注射器３０の全長は最小化される必要があり、それにより（第２窓
５４を備えた）インナスリーブ５２の長さは、患者に近い方の近位の範囲の目盛り６２を
カバーすることができない。もしもカバーすることができるならば実際には第２窓５４内
の設定された注射量だけが見える状態にあるだろう。しかしこのことはスペースの理由か
ら不可能である（図２ｂ参照）。
【００１９】
　この問題点を解決するために、第１窓５０を備えたハウジング部品３８が使用され、該
第１窓５０には第２窓５４を備えたインナスリーブ５２が長手方向摺動可能に配置されて
いる。第２窓５４は上側境界部５６と下側境界部５８を有する。これらの境界部５６、５
８には、設定された注射量を表示する指標矢印（ないしマーク）５５、５７を設けること
ができる（図２ａ参照）。
【００２０】
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　最小化されたインナスリーブ５２の長さにより、遠位方向でのインナスリーブ５２の軸
方向の摺動の際には、目盛り用筒体６０上の目盛り６２の近位部分をもはや完全にカバー
することができないので、第２窓５４内の設定される注射量が見える状態にあるだけでな
く、第１窓５０において患者に近い方の近位の範囲内の目盛り６２の全ての数値も見える
状態にあり、その理由は、それらの全ての数字がインナスリーブ５２ではもはや覆われな
いためである。
【００２１】
　このことは、弱視の患者、例えば糖尿病患者においては誤読の危険を招き、即ち弱視の
患者は、例えば図２ｂに従う注射量設定において、４０単位の設定された注射量の代わり
に２０単位の値や０単位の値を読み取る可能性があり、このことは患者が間違った注射量
を設定することをもたらしてしまう。
【００２２】
　そのような問題点が図６～図１２に図示した構成をもって回避される。
【００２３】
　そこでは上側ハウジング部品３８の第１窓５０に、図７及び図８で図示されている第１
レンズ系８０が取り付けられる。該第１レンズ系８０は拡散レンズの特性を有し、それに
より患者が該第１レンズ系８０を通じて誤読してしまうことを防止している。
【００２４】
　図７及び図８が示すように、上側ハウジング部品３８の第１窓５０には、ここでは例え
ばクランプ固定又は接着固定により第１透明レンズ装置８０が取り付けられる。
【００２５】
　図８が示すように、第１透明レンズ装置（ないしレンズ）８０は横断面において、その
外面（表面）８２では例えば円筒表面又は（非図示の）平坦表面の形の滑らかな輪郭を有
する。更に第１透明レンズ装置８０は、その外面８２とは反対側の内面（裏面）８４にお
いて、長手方向に延在する複数の凸部８６と凹部８８をもつ断面を有している。それによ
り第１透明レンズ装置８０は、該第１透明レンズ装置８０が単体で使用される場合には拡
散レンズとして作用する。つまり目盛り用筒体６０の数値６３を該拡散レンズ８０を通じ
て確実に読むことは不可能である。
【００２６】
　図９及び図１０は、第１透明レンズ装置８０と協働（ないし連携作用）する（図１２参
照）ために形成されている第２透明レンズ装置９０の対応する構成を示している。
【００２７】
　第２透明レンズ装置９０は、インナスリーブ５２の第２窓５４に例えばクランプ固定（
圧嵌）又は接着固定により取り付けられている。第２透明レンズ装置９０の内面９２は円
筒状又は平坦（非図示）であり、第２透明レンズ装置９０の外面は、長手方向に延在する
複数の凹部９４と凸部９６を有していて、これらは図８に図示した第１透明レンズ装置８
０の凸部８６と凹部８８に対して相補的に延在し、それにより第１透明レンズ装置８０と
第２透明レンズ装置９０は、図１２に図示されているように互いに間隔をおいて上下に（
半径方向で内と外）に配置されている場合には共同で（組合さって）レンズ装置１００を
形成する。
【００２８】
　第２透明レンズ装置９０は長手方向において第１透明レンズ装置８０に対して相対摺動
可能であり、それにより目盛り用筒体６０が注射量設定の目的で回転されると第２窓５４
内の可視範囲が軸方向において移動する。このような方式により（図１及び図２ａではな
く）図２ｂに例として図示しているように、目下設定されている注射量だけを明確に読み
取ることができる。（当該光学効果を図面として図示することは困難であることをここで
指摘しておく。）
【００２９】
　この改善された読み取り可能性は、機械的な設定装置とレンズ装置１００の協働（ない
し組合せ）により達成される。それにより誤設定が確実に回避され、分かりやすい操作が
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可能となる。
【００３０】
　勿論、本発明の枠内において多岐に渡る変形形態及び修正形態が可能である。例えばイ
ンナスリーブ５２を、同様に透明プラスチックから第２透明レンズ装置９０と一体的に形
成することも可能である。図７～図１２によるバージョン（実施態様）においてインナス
リーブ５２が短くてもよいことは特に有利である（図４参照）。
【００３１】
　勿論、それ以外でも本発明の枠内において多岐に渡る変形形態及び修正形態が可能であ
る。
【符号の説明】
【００３２】
３０　　注射器
３２　　設定ヘッド３２の回転方向
３４　　設定ヘッド
３６　　ピストンロッド
３８　　上側ハウジング部品
３９　　ねじ山
４０　　径拡大部
４２　　ゴムピストン
４４　　ガラスカートリッジ
４５　　下側ハウジング部品
４６　　注射液
４８　　注射針
５０　　第１窓
５２　　インナスリーブ
５４　　第２窓
５５　　指標矢印
５６　　上側境界部
５７　　指標矢印
５８　　下側境界部
５９　　リブ
６０　　目盛り用筒体（ないしスケールパイプ）
６２　　目盛り
６３　　設定可能な値（ないし注射量値）
６４　　雄ねじ部
６５　　内側溝
６６　　雌ねじ部
８０　　第１レンズ系／第１透明レンズ装置（ないしレンズ）
８２　　外面
８４　　内面
８６　　凸部
８８　　凹部
９０　　第２レンズ系／第２透明レンズ装置（ないしレンズ）
９２　　内面
９４　　凹部
９６　　凸部
１００　レンズ装置
Ｌ　　　ハウジング部品３８からのピストンロッド３６の突出長さ
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
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【補正対象項目名】図３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図３】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】

【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】
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【要約の続き】
第２窓（５４）には第２透明レンズ装置（９０）が設けられていて、該第２透明レンズ装置（９０）は、前記第１透
明レンズ装置（８０）と協働して、該第１透明レンズ装置（８０）と該第２透明レンズ装置（９０）を通じて見るこ
とのできる設定された注射量値（６２）を読み取りやすくさせ、それにより、選択された設定注射量の誤読を防止す
る。
【選択図】図１２
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